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六光寺遺跡 平成 19年 度発掘調査の概要

かめ  こ しき

竪穴住居(S H915)の カマ ド付近で出土した輩と 甑



1は じめに

豊川市教育委員会では豊川西郡土地区画整理事業に伴しヽ、工事の対象となる地域に存在

する遺跡の発掘調査を平成 10年 度から継続 して実施 しています。六光寺遺跡は区画整理

事業前に行われた試掘調査(平成8年 度)でその存在が確認された遺跡で、今回が初めての

本調査となります。試掘調査では7世 紀代の竪穴住居が 2棟 確認されており、当該時期の

集落遺跡であることが想定されていました。今回の発掘調査では7世 紀代を中心とし、竪

穴住居 15棟 、掘立柱建物 2棟 などの遺構が確認されています。

調査期間 :平成 19年 10月 1日 から平成 20年 3月 末まで

調査理由 :豊川西部土地区画整理事業に伴う事前調査

調査主体 :豊川市教育委員会(担当 :生涯学習課文化財係)

調査面積 :2, 150甫

2確 認された遺構と遺物

旧石器時代(約2万 年～ 1万 2千 年前)

遺構は確認されていませんが、石器を作る際に生 じる剥片(石くす)が出土 しており、当

該期に本遺跡におしヽて人々が生活をしていたことが推定されます。

苗憤時代後期(7世 紀代)

今回の調査で確認された遺構 ・遺物の主体となる時期で、遺構としては竪穴住居や土抗

などがあります。

S H915(SHと は竪穴住居の略記暑です)は当時住居が使用されてしヽた時に火災にあつ

て焼失 したと推定される竪穴住居跡で、床面上に住居の構築材と者えられる炭化 した本片

や焼土が検出され、カマ ドの両脇からは土師器の養や 甑 、須恵器の杯などがほぼ完形で出
土 しました(表紙写真参照)。調査区南西端付近で検出されたS H905～ 907は 同じ場所に

多3□ 建て替えられた住居跡です。建て替え回数の多さや、今回の調査では他に同一場所に

建て替えられた竪穴住居跡は確認されてしヽませんので、特殊な住居跡と言えるかもしれま

せん。S H906で は祭而Bに用いられたと推定される土製の勾玉 ・丸玉が出土 してしヽます。
調査区東側では径が 1～ 2m程 の構円形の上抗が近接 して検出され S K955。 957・

は じ  き   か め   す  え  き   つ き  か め

959・ 960(SKと は土抗の略記号です)では土師器の甕や須恵器の杯 ・養などの破片が出
土しました。

奈良時代(8世紀)

竪穴住居跡が2軒 確認されました。

⌒ /一

土製勾玉 ・丸玉(S H906出 土)



3おわりに

今回の調査は六光寺遺跡での初めての本調査となりましたが、遺跡の様相を知る上で貴

重な手掛かりを得ることができました。それを要約すれば、①遺跡の主体となる時期は7

世紀代で集落遺跡であること、②8世 紀代にもヨ|き続き竪穴住居が存在すること、③7～

8世 紀以外の時期の遺構 ・遺物がほとんどみられなしヽことがあげられます。ただし今回の

調査区は六光寺遺跡の全てを調査したわけではなく、未調査である遺跡の北側地域にまだ

多くの遺構が存在すると推定されることから、今後の調査の進展によっては今回の調査に

おける遺跡像が変わることも者えられます。        '
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六光寺遺跡全体と今回の調査区
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★堅舛が磨 …丸残面を基(たち
~高

蔚東石京蔦話蕃蔦正麗稲嘉高蔦嘉幕
り、炉、電、柱穴、周溝を設け、その上に屋根を覆った住居。日本では縄文時代から

平安時代まで続いた住居のT形 式。平面形には円形、長方形、方形、隅丸方形、精円

●堅穴式住居の軽て方
(作田/藤 田正細)

ます地面を円形 ・橋円形または方

形に5 0gn前 後の深さに掘 り下

げ、床をつくる。中に柱用の穴を

掘り、柱 (東日本においては4本

柱が主流)を 立てる。柱の上には

桁 ・梁を渡じ費定させる。
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③骨組みの完成

翌穴の周由に騒り土をし、地固めをしつかりとする。盛り土は風を通り雨水の漫水を防ぐ

岳:号を,母 暑告[醤 暑告信;景 書と畳岳j暑 ヤ魯置を言雷畳景督景岳岳|:暑 合岳畳3
やすくて軽い木材を使用するが、地域的な相生分布の特色が強く影督しており、北九州で
|1堅く加工しにくい常緑4率 樹が多く分布するため、字れらの木1々坪

つ1例 もっる。

銚 鮮 縄 接 差さを、在 に

標本を載せて小屋組部分の枠組み

をつくる。さらに掘り下|プた竪穴

の側面には板が当てられ、土が崩

れないよう補強している。

★ 〕材翌挑激穀物 …地中に穴を掘って柱を埋め込んで立てた掘立柱式の建物。

い
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形などがあり、時代と地域によって、変化が見られる。
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六光寺遺跡から約 l km程のところに三河国分尼寺跡史跡公園があります。国分

尼寺とは、聖試天皇の発願により奈良時代の8世 紀中頃から後半の時期に国分寺

とともに全国に建立された古代寺院です。この公園には当時の建物卜(中門 ・回廊)

の復元建物や三河国劣寺 。国分尼寺 ・三河国府などの出土品を展示する三河天平

の里資料館があります。ボランティアガイ ドによる説明もありますので、ぜひお

立ち寄り下さい。なお資料館には今年度実施した三河国分寺跡発掘調査で出土し

た遺物も展示しています。
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